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～ きいてみよう ふれてみよう お茶の心 ～

F 摘 ま近怯E 一

雨j 佗 てお申し込みくだ牽い一

裏面申レ込み用嘩! 泌章事項を治効ら世くだ轟い.

追っ て申し込み確馳のこ連絡を差し上げます.
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● 仰 象ケ撃ユ 十咤
今後も文化とサイ エ ン ス で情綿育の 軋聞録の 発信

を展開してまい ります｡

詳 し い こ とは､ 裏面 の t 下部をご覧くださ い ｡

舶台市青葉区兼 ケ袋 1 丁月 1 ･ 軸

恥･± 僻望
一重野 ･ 鹿 さ

●市 バ ス ･ 宮城 ′くス : 暮崖構経由八木山方面行き

東北大学正門前下草 徒歩 1 分

シ ン フ ォ ニ
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協会事務局 : 〒軸4 ･ 00 4 2 仙台市若林区大和町 5 ･ 23 ･

81
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菓1 部 ｢ おもてなしとお茶｣

掛 邁 臓

肇
｢抹茶とは? ｣ - ｢ お茶｣ とひとことで言 っ ても様々な種類があります｡ 今回は､

｢ 抹茶｣ ( お茶) を取り上け､ ｢ おもてな し｣ に代表される日本人とお茶との関わりや､

｢ 道｣ ( みち) と してのお茶の事などを､ お話 して いただきます｡

第2 部 ｢ お点前の体験! - テ ー ブルでお茶を楽 しみましょう｣

普段触れる機会の少ない伝統の お点前に触れ､ 椅子とテ ー プルで御茶をいただく楽しさに触

れてみましょ う｡ 言葉の先にある広い世界へ 日本の良さを伝えられたら素敵だと思いませ

んか ｡ こ の機会に是非､ 楽しみま しょ う｡

= お申し込みについて =

FA X で申込まれる方は ､ 以下 に妃入し送信して< ださい .

メ
ー

ルで申込まれる方は､【件名】を｢Nip p o n 茶意発見! の申込み｣ と明記し送信届います.
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N i p p o n 素意発見 ! W . 2 ｢ きいてみよう 触れてみよう 日本の心｣ 受講申込

【メ ー ル: allc 0
.
川 5 2 1 0 a 0 . a u O n O - n Ot .jp F A X O 2 2 - 2 3 5

一丁∈は2 ( 木村)

新 ･ 邦 ･ N jp p n n (シンフォニ
ー

) 協会とは : そ れぞれ 7 - 1 0 年前か ら活動して い た 3 つ の任意聞体が l つ になり
､
日本文化を中

心 に ｢文化とサイ エ ン ス で帖純子沌 和える活劇] をⅧ 的として います｡ 特定非営利所動法人化に向け所動 してお ります｡

Ⅷ加 叩 l 彩 ( 再) 発見!
'

をテ ー マ に
､ 地域條民と未来を担う子どt) た ちが N ip p o n の 姓九 温故知新の学びと体♯をとお し､

そ の感性の響きを日本 へ 世界 へ と番っ み あう英生を削 ､ ､ 日 的と して います｡ ･･ ･ 緒 に活動 してみませんか ?

ただ今､ の ご案内申 し上げてお ります｡




